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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 脳室より脊髄，脳表くも膜下腔にいたる髄液流の動態

を捕える方法としてはRI ventriculographyがある．し

かし従来の方法は経時的変化の概略を追うのみで，細か

い，あるいは数値的な情報を得ることができない．そこ

で著者はRI ventriculographyの所見をまず定量化する

ことを試みた．

 この定量：的RI ventricuiographyの一方法を用いて

小頭症，水頭症二二の髄液循環動態の解明を試みた．

水頭症のなかでも特殊な存在である1nild and slowly

progressive hydrocephalus（S・P・H・と略す）の実態の把握

は従来の検査方法では困難である．そこで本法により，

より詳しい病態解明を行ない，治療に対する手掛りを得

たいと考えた．

 対象および方法

 小頭症14例，水頭症17例（S．P・H．6例）， contro14

例，計35例の小児を対象とした．

 側脳室前角を穿刺し，放射性同位元素（99mTc－perte－

cknetate 300～700μCi，16gYb－DTPA 200μCi，あるいは

1111n・DTPA IGOμCi）を注入した． gamma cameraを作

動させ，頭部scintigramを得る．側脳室前角部と大槽

部に関心領域を設定し，1時間にわたりおのおのの部位

でのRI activityを連続記録し，側脳室のRI clearance，

大槽部のRI accumulationを検討した．

 成績

 L 正常小児においてはRI clearance curve lま指数

函数的に下降し，clearance値は73．7±1．26％を示し

た．大槽のRI accumulation curveは逆指数函数的に上

昇し，3相パターンを呈した．clearance curveの指数

函数的下降は脳室脈絡叢より脳表くも膜下腔へいたる髄

液の10ng term net mo▽ementを反映していると考えら

れた．

 2．小頭症は，primary typeではclearance値が

controlより高く，secondary typeでは二値を示した．

 3．進行性水頭症のclearance curveは直線化を示

し，0～20％の低いclearance値を呈した．停止性水頭

症ではclearance値を直線状下降を示すが， clearance

値は平均31．2％で，進行性水頭症に比し良好であった，

 S．P．H．ではclearance curveはその初期に軽度指数

函数的下降を示し，その後直線状に下降する．clearance

値は39．62±6．20％で停止性水頭症よりやや良好であっ

た．

 結語

 定量的RI ventriculographyの一方法を開発し，これ

を小頭症，水頭症流亡に施行した結果，本法によってこ

れら疾患における髄液動態が詳細に把握できることがわ

かった．

 S・P・H・には確かに水頭症としての病態が存在する

が，．正常の状態に近い髄液動態を有していることを知っ

た．したがって手術適応に関しては十分慎重でなくては

ならない．
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                論 文 審 査

 本論文は，定量的RI ventr｛culographyを開発し，

たもので，学術上価値あるものと考えられる．
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